






研究目的 

極小未熟児に栄養輸液(PN と略す)を施行した場合,代謝障害としての肝機能異常は良く知

られているが,前回の報告で呼吸不全も合併する可能性をしめした。 

これら短期予後以外に,PN の目的は最終的には神経学的後遺症を減少させることである。

そこで PNをうけた極小未熟児 13例について 2年から 6年間follow up し身体発育,神経学

的予後について検討した。 


